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私たちについて
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自社概要
 社名：株式会社杉本商店
 創業：1954年 設立：1970年
 事業内容：乾しいたけ製造卸売
 経営理念：株式会社杉本商店は、生産者と共に高千穂で働けることに感謝し常に

お客様の健康を願い、安全で使いやすい食材を開発し提供し続けることに日々努
力し、お客様の満足に挑戦します。

 売上高： 4億円 (2020年度)
 社員数： 26名
 本社工場： 宮崎県高千穂町
 海外Amazon店舗: 米国、英国、イタリア、フランス、スペイン、ドイツ、シンガポール
 主要取引先： 日本生活協同組合連合会、兼松食品、マルハニチロ、カゴメ
 HP： https://sugimoto.co/

50年以上COOPしいたけとして高品質PB製造



「買い続ける」
ということ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちは、５０年以上近隣農家さんから直接現金で椎茸を仕入れています。

10年前サラリーマンをやめ、実家に戻ったとき驚いたのは、子どもの頃と変わらない商売の形。

生産農家さんが列をなして椎茸を持ち込む姿。

地域の経済循環の歯車になっている。

当たり前に見えていましたが、もはや私たちの勝手な都合ではやめられない取り組みでした。

私たちが一番やらなければいけないのは「買い続けること」

６年かかってようやくそれに気がつきました。




課題

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
多くの日本の農林水産物が直面している問題に私達も直面していました。

それは、高齢化と国内市場の縮小、人手不足です。

生産者の平均年齢は70歳代。

H22～H30の間に生産者は25.1％（3491戸）減少

生産量は25.1％減（881ｔ）減少

家庭消費は32％減（年間購入金額が177円）減少　林野庁「徳用林産基礎資料」

日本の労働人口（15歳から59歳）はH2～H29の間に4.8％減（269万人）減少





国内から海外へ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「買い続ける」ためには、売らなければなりません。

しかし、縮小する国内市場で売り続け、この先も買い続けることはできるのだろうか？

縮小する市場で競争する方法は価格のみです。

しかし価格での競争は、農林水産品全ての生産者にダメージしか与えません。

他の市場を見つける必要がありました。

無我夢中で飛び込んだのは、ドイツのイベントでした。

輸入手続きの問題で商品は販売できませんでしたが、2日間延々と1200食を配り続けました。

すると、多くの来場者から「今売ってくれ」ちょっと高くてもいいから。

ベジタリアンの彼らにとって、経験したことのない旨味と食感が受け入れられた瞬間でした。

とても熱心に栽培方法や私達の説明を聞いてくれた、ドイツ人の女性はこう言いました。

「Wow, it’s sustainable!!」

「海外の方が私たちの価値を認めてくれている」

海外展開の可能性を肌身で感じたのです。





本当の価値は  

産地
こ こ

にあった  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
海外で認められた旨味と食感は、クヌギ原木だからこそできるものです。

そもそも椎茸の原木栽培は持続可能なビジネスモデル。

原木となるクヌギは、写真のように切り株からまた生えてくる。

そして、約６年椎茸を育んだ原木は、土へ帰る。

昔から変わらぬクヌギ原木での栽培は海外では絶対に真似できません。

「ここでしか作れない」とても価値あるものでした。

このストーリーを話すと世界中がこう言います。

「WOW」



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コロナウィルスによって世の中が大きく変わりました。

海外輸出の難しさは、ご周知のとおりです。

中々手ごたえの無い日々を過ごしてきました。

それは、まるで砂漠の中で亡くしたイヤリングの片方を探すようなものです。

出会う人すべてに毎回「どんな色のどんな形のどんな大きさの」何度も何度も

めげずに説明を続けました。

すると不思議なことに、「もしかして、探しているのはこれですか。」

ある日目の前に彼らは現れます。

私達の商品に興味をお持ち、共に販路を見つけたいと行動をおこしてくれる
彼らこそがパートナーなのです。








パートナーの存在

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コロナ禍で私達は自由に移動する事を制限されました。

これは、みんな同じ条件です。

リモート商談後のフォローや、現地でのプロモーションに苦労していませんか。

私達は、今NYとイタリアのパートナー企業とアフターコロナを見据え動いてます。

コロナによって大きく変化した世界の流れ。

私達は世界中の富裕層の多くがより健康になる安全な食べ物へ投資すると考えています。

特にその嗜好が現れている代替え肉市場への参入が新しい販路です。




https://sugimoto.co/

海外のお客様の声

米国で、素晴らしく美味しい！と大好評です

米国の料理学校
MILK STREET

https://fb.watch/8DOpXbZzWL/

NYのヴィーガン祭りで大好評

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ただし、まだ代替え肉（プラントベース）市場で乾しいたけはポピュラーな原料ではありません。

今すべき事は、一般消費者の反応をプラントベース製品を製造しているメーカーへイメージして
貰うことです。

山の中の小さな企業は、スタートダッシュが得意ではありません。

ツギノジダイを乗り切る為には、スタートが切られたときにすでにトップスピードである必要があります。

今は、その助走期間なのだと私達は考えています。



「産地の維持」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし、この仕組みを永続するために、クリアしなければならない大きな課題があります。

それは、「作り続けてもらう事」です。

今、産地は高齢化と人口減少によって、担い手不足が進んでいます。

高齢化は止まりません。みんな１年づつ平等に年をとります。

そこで、私たちは高齢作業者に負担の大きい【伐採作業】を種ゴマメーカー、【コマ打ち作業】を近隣の福祉施設と連携委託する事で

作業負担軽減と障がいのある方の所得をUPを実現しました。

作業負担が減る事で、長く栽培に取り組んでもらえる。

さらに、生産量が増え、所得向上も見えてきました。

このモデルは、林福連携の先進事例として令和元年度林業白書のSDGs特集に掲載されています。

更に昨年、生産の維持の為私達は国の補助事業で生産者へ栽培に必要な原木と種ゴマ、生産設備の購入代金の半額を補助

しました。

これは、高齢な生産者の負担軽減と次世代の生産者の作業負担の軽減を目指した物でしたが、大きな気づきを得る事が出来ま

した。






「新たな挑戦」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当初、生産設備の半額負担は、次世代の生産者からの申し込みを想定していましたが、

その多くは現役の高齢な生産者だったのです。

彼等はこう言いました。

「機械（道具）があれば、まだまだやれる。」

現役の生産者の負担を軽減して、目に見える労働環境の改善こそ

将来の担い手確保につながる。

しかし、原木栽培の生産環境は、急峻な地形、インフラの無い山奥、狭いホダ場等、機械化と程遠い物です。

そんな時にアシストスーツの存在を知りました。

私達は今年、アシストスーツメーカー株式会社イノフィス社の協力のもと、実際の生産現場でアシストスーツが有効かどうかの実証試験を行ないます。

動力元を空気とするマッスルスーツは、様々な面で我々が求めている可能性を秘めています。




「ここでしか作れない」
を世界へ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
商品を売るのではなく。

「ここでしか作れない」愛してやまない産地を売る。

それを維持するためには、

生産者が作り続けたいという魅力的なものでなければなりません。

「ここでしか作れない」という地域の価値を最大限に生かし、そして維持し、世界中の人たちに愛される。

コロナ後、世界中の富裕層が健康と食の安全に多くのお金を使うと考えます。

今私達は、海外のプラントベース市場をパートナーと共に開拓しています。

時代の変化を見定め、ビジネスプランの永続に私たちは挑戦し続けます。




https://youtu.be/tvFz348qm6c

https://youtu.be/tvFz348qm6c


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまでは競争の時代でした。

でもルールが変わって共創の時代に変わりあります。

今必要とされているのは、変化に耐えられる生き方です。

これまで生き残ってきた動物は、環境の変化に合わせられたものだけです。

自分がかわることで未来が変わります。
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